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令
和 4 年度は、市制 20 周年という節目の年であり、活力と創造力に満ち溢

れた、光り輝く本市の将来を展望し、更なる飛躍と発展に向かい躍動する

大きな契機であると思っております。

こ
のコロナ禍においても、決して負けることなく、「心ひとつに　未来に向

かって飛び立つ　躍動のとみさと」を目指し、市民の皆様お一人おひとり

が希望と活力を持って、自分らしく輝いて日々の暮らしを営めるよう、市政に邁

進してまいりますので、市民の皆様の御理解と御協力をお願い申し上げます。

結びに 　市制 20 周年は、更なる飛躍と発展に向け、躍動する年

旧岩崎家末廣別邸の保存活用 情報・芸術・文化の発信拠点づくり ＩＣＴを活用した教育の環境整備

末廣農場がオープンすることから、庭
園の休園日を除き、全日開放を実施し、
安らぎの空間を多くの来場者へ提供す
るとともに、庭園の整備と建物の保存
のための整備を行います。

市立図書館を情報・芸術・文化を融合
させた複合的施設として市民ギャラ
リーを開設し次世代を担う芸術家等の
作品展示や、千葉県立美術館との連携
などにより、芸術作品と直接触れ合う
機会を創設するため、展示用備品の整
備を行います。また、「親子読書支援
コンシェルジュ」を配置するなど、機
能強化を図ります。

統合型校務支援システムを整備し、児童・
生徒の学習などの状況を小中学校で効
果的に共有します。また、教職員が作成
した教材などを市内全教職員で共有し、
授業の幅の広がりと児童・生徒の学力向
上を図ります。

市民活動サポートセンターの充実・強化 民学産官連携の推進 ファンクラブの創設

まちづくり活動の拠点である市民活動
サポートセンターの機能を強化し、市
民活動団体などへのサポートに努める
とともに、新たな人材育成を目的とし
た講座などを開催し、担い手の創出を
図ります。

市民・大学・企業・行政などでのパー
トナーシップを推進し、あらゆる分野
において多様な視点やノウハウを各種
事業に取り入れ、持続可能で良質な市
民サービスの提供を目指します。

市民に自らが暮らすまちに愛着と誇り
を感じていただくとともに、市外の方
にも、市の様々な魅力を知っていただ
くため、とみさとファンクラブを創設
し、市のファンと行政が一体となり、
市の魅力を広く発信します。

職員のスキルアップ デジタル化の推進 市有財産の活用

市民サービスの向上につなげるため、
職員の高度な知識・技能の取得を目的
として、本市初の全国市長会への派遣
をはじめ、千葉県などの他団体や総務
省自治大学校、全国市町村職員研修所
など、外部研修機関へ職員を派遣する
とともに、庁内研修の充実を図ります。

社会体育館など全スポーツ施設にオン
ライン施設予約システムの整備や、マ
イナンバーカードの出張申請を可能と
するオンライン申請補助システム整
備など、ＩＣＴの活用を通じ、市民に
やさしいデジタル化を推進するととも
に、市全体におけるデジタル化に取り
組みます。

旧洗心小学校等の市有財産の有効活用
を検討・実施するとともに、民間事業
者のノウハウを活用した効率的・効果
的な運用に取り組みます。


